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環境社会配慮ガイドライン 運用面の見直し結果 
第 10回ワーキンググループ検討分 

2015年 2月 2日 
国際協力機構審査部 

 
１．カテゴリ B案件のうち助言委員会が助言を行う必要な案件とは 
本テーマに関して、「環境社会配慮ガイドラインに関するよくある問答集（FAQ）」
は作成しませんが、WGでの議論を踏まえ、本テーマに関して、以下のとおり JICAの
運用方針を整理しました。 

 
＜JICAの運用方針＞ 
「カテゴリ B案件のうち必要な案件」の助言委員会の対応については、以下の図１、
図２の通りとする。 
 
図１．「カテゴリ B案件のうち必要な案件」の助言委員会での対応概要 

 
公開中のカテゴリ B案件情報*より、助言委員が助言が必要と考えられる案件につい
て理由と共に JICAに連絡 

 
 
JICAは正副委員長と確認・相談の上、全体会合での議題としての採否を検討 
 

 
 
上記検討の結果、議題として取り上げられない場合には、委員にその理由を説明し、

必要と判断された場合、審査部（必要に応じ業務主管部）より案件概要等を説明（全

体会合） 
 
 
更に説明が必要な場合、業務主管部より再度説明（全体会合）、必要に応じて助言 

 
＊年度初めの 5月の全体会合にてスキーム別のカテゴリ B案件数に関する情報を提供



 

 

 

図２．「カテゴリ BB案件のうち
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ち必要な案件件」の助言委委員会での対対応フロー
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